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・ガバナー公式訪問
　7月13日（水）　壬生RC
　7月20日（水）　益子RC
　7月26日（火）　真岡西RC

・主要行事
　7月10日（日）　第1回諮問委員会
　7月10日（日）　第1回地区運営委員会
　7月24日（日）　地区R米山記念奨学会委員会

　2011-12年度には、まず自分自身を見つめ直すこと、
すなわち「こころの中を見つめよう、博愛を広げる
ために」のテーマを実践していただきたいというのが、
ロータリアンの皆さまへの私からのお願いです。深
く自己を省みることによって、人類が皆、同じ夢、
同じ希望、同じ願望、同じ問題を分かち合っている
ことを、理解していただきたいのです。誰であろうと、
どこに住んでいようと、私たちはそれぞれ、同じよ
うに平和と充足を願い、充実した毎日を送りたいと
望んでいます。人に何かを与えようとするなら、ま

ず自分自身にそれを与えることです。なぜなら、自
らが抱く望みを理解せずして、人々の望みを理解す
ることはできないからです。
　全世界で平和について語る前に、まずは自分から
始め、その後で外に目を向ける必要があります。心
に平和を見出してこそ、家の中に平和をもたらし、
家族に平和をもたらし、そして地域社会に平和をも
たらすことができるのです。同様に、全世界で平和
を築こうとする前に、まず自分の家庭で平和を築き、
全世界で友情と寛容の心を育もうとする前に、まず
自分の周りの人々に対してそれを実践しなければな
りません。言い換えれば、心が平和であれば、家庭
が平和になり、この平和をほかの人々と分かち合う
ことができるということです。愛する人、大切な人
と一緒にいることに喜びと満足を感じるように、私
たちは、他者を大切にすることができるのです。
　自分が強くなれば、共に生きる人々や家族も強く
なります。そして、強い家族を土台として、前進し
ていくことができるのです。うちに強さを秘めた人々
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　〈Reach Within to Embrace Humanity〉――カルヤン・バネルジーRI会長エレク
トが、2011年国際協議会の開会本会議で2011～12年度のRIテーマを発表した時、
大きな拍手が鳴り止まず、着席を促すサインを送る必要があったほどでした。哲学
的とも言えるこのテーマは「こころの中を見つめよう、博愛を広げるために」との
優れた邦訳を得ましたが、地区ガバナーの責務の一つはこのRIテーマを地区のロー
タリアンに伝達し、充分に理解して頂くことが上げられます。
　私たちはどこに住んでいようと、深く自分のこころの中を見つめる時、それぞれ
が同じように平和と充足を願い、充実した毎日を送りたいと望んでいることが理解
できます。そして、隣人、つまり自分以外の人たちに何かをして上げたい、貢献し
たい、博愛を広めたいとの情熱の高まりを押さえることはできないでしょう。
　私たちは既にポリオ撲滅に尽力し、特に日本のロータリーは世界に誇れるロータリー
米山記念奨学会によりアジアの人材育成と世界の平和に貢献してきました。
　世界の平和はロータリーの最終目標です。
　2011～12年度は、ポリオ撲滅の継続とロータリー米山記念奨学会の活動を中心に、
ロータリアンは世界から必要とされている存在であることを折りにふれ、誰憚るこ
となく鼓舞して参ることにいたします。このことは会員増強への弾みともなること
でしょう。

が協力すれば、人類にもより良く奉仕することがで
きます。これこそ、私たちがロータリーで行ってい
ることです。
　次年度には、ロータリーの奉仕において３つの強
調事項に力を注いでいきたいと思います。第一に、
強い家族を築くこと、第二に、私たちが一番得意と
することを継続していくこと、最後に、変える必要
があることは変えるということです。

　年度の第一の強調事項は、「家族」です。万事は家
族から始まります。私たちが行う奉仕すべて、また
世界で成し遂げたいと望むことすべての出発点は、
家族にあります。そして、あらゆる家族の中心を成
しているのが、母と子です。ここから始めてこそ、人々
の生活や地域社会全体を通じて、世界をより良くし
ていくことができるのです。

　第二の強調事項は、「継続」です。私たちが得意と
することは何かを知り、それを継続しながら次のレ
ペルヘと高めていくことです。私たちは皆、ロータリー
の奉仕で成功を収めてきました。これらの成功を土
台に、今後もさらに多くの人々に手を差し伸べてい
くことができるでしょう。ですから、きれいで安全
な水の提供、疾病の予防、識字力の普及、新世代の
ための活動や新世代との協力、平和への努力といっ
た活動を、これからも続けていかなければなりません。

　同時に、改善できること、変えるべきことがある
ことを、私たちは知っています。こうした事実を勇
気をもって見据え、変えるべきことは何かを見定め、
必要な変化をもたらしていくために行動していかな
ければなりません。

　マハトマ・ガンジーはかつて次のように述べました。
「世界の変化を望むなら、あなた自身がその変化に
ならなければならない」。ロータリーにおいては、私
たちは、友情と親善を分かち合い、あらゆる人々の
真の価値を見極めるために、倫理的に、誠実に生き
ようと努力しています。ロータリアンは並みのこと
には満足しません。なぜならロータリーは非凡な組

織であり、ロータリアンは類まれな人々だからです。
私たちが自分自身を高めることによって、世界を高
めようと取り組むのは、このためなのです。

　私たちは皆、ロータリーを通じて世界を変えたい
と望んでいます。ロータリアンとなる理由は、まさ
にこれに尽きるのではないでしょうか。幸せと健康
と平和にあふれた世界をつくることができる、過去
よりも明るい未来を築くことができると、私たちは
信じています。理想主義者である私たちは、ロータリー
の奉仕を通じてこの理想を実現しているのです。

　2011-12年度の第三の強調事項を「変化」としたの
は、このためです。世界に望んでいる変化に、まず
私たち自身がなることです。平和を望むなら、家庭に、
地域社会に、自分自身の生活に平和をもたらすこと
から始めるのです。ポリオやほかの病気を世界から
なくし、環境破壊に歯止めをかけ、子どもの死亡率
を減らし、識字率を高め、飢えを減らしたいと望む
なら、自分自身がこの変化の担い手とならなければ
なりません。それには、まず自分の中にこそ変化を
起こすことの必要性を認識しなければならないのです。

「こころの中を見つめよう、博愛を広げるために」。
平和、調和、そして友情の精神の中で変化をもたらし、
すべての人々のために、さらに喜びある世界を築い
ていこうではありませんか。

2011-12年度国際ロータリー会長
カルヤン・バネルジー 　　　　  

ガバナーメッセージ

地区目標

瀬下 龍夫 直前ガバナーへの感謝

比企 達男
（宇都宮陽東）

2011-2012 年度ガバナー

⃝1993 年 7月
宇都宮陽東ロータリー・クラブ入会
⃝1998-99 年
宇都宮陽東ロータリー・クラブ会長
⃝2003-07 年
RI2550地区 ロータリー財団ポリオ
プラス委員長
⃝2007-08 年
RI2550地区 第3グループBガバナー
補佐、ベネファクター、MPHF、米
山功労者

医療法人大衛会 比企病院理事長

・ロータリアンは地域および世界から必要とされている存在であることを鼓吹する。
・ポリオ撲滅のファイナルインチにあたり、この活動の継続に尽力する。
・ロータリー米山記念奨学会の重要性をさらに認識し、この活動のために努力する。
・博愛を広める同志をつのり、会員増強に努める。
・「未来の夢計画」の発足の前に、この計画を理解し、準備の年度とするため、未来の夢計画委員会を設置する。
・長期計画委員会を設置する。
・四大奉仕部門が五大奉仕となるにあたり、新世代奉仕をさらに充実させ、青少年の育成に努める。
・GSEの最終年度にあたるため、ペンシルベニア州との交流を成功させる。
・新クラブ設立を願う。
・ロータリー財団1人当たり130ドル、ロータリー米山記念奨学会1人当たり18,000円をお願いしたい。

　瀬下直前ガバナーは、ノミニー時代を含めると、実に3年の年月をロータリーのために捧げてくださいました。
ガバナーの任期の最終段階で3.11の東日本大震災があり、本来ならこの期間は静かに過ごせるはずですが、持
ち前の情熱で、全力疾走で6月30日を迎えられました。瀬下直前ガバナーの現役時代は欧米での駐在期間が長
く、米国インディアナ州インディアナポリス市名誉市民でもあられ、また欧米通であることをおくびにも出さ
れず、国際ロータリーでの国際的活動では、その経験を生かし存分に力を発揮されていました。
　横浜の御家族から離れて、壬生に単身で留まられ、2550地区のために御尽力くださいましたことに、心か
らの感謝を捧げます。今後はパストガバナーのお立場で、我々を御指導くださいますようお願い申し上げます。

第2550地区　ガバナー　比企達男
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　この度、第1グループガバナー補佐の委嘱を受けました黒磯ロータリー・クラブ
の月江です。クラブとガバナーとの連携を補佐して参ります。比企ガバナーはロー
タリアンがその存在意義を自覚することと、我が国の誇りでもある米山記念奨学会
の重要性への理解と支援を含め、10項目の地区目標を示しました。それらの目標
達成に向け力を合わせます。また、クラブ定款に新世代奉仕が第5奉仕部門と位置
づけられましたが、この機会に青少年の育成活動にも支援を広めたいものです。
　我々は奉仕の担い手として歴史を重ねてきましたが、意志を統一する基盤は例会
です。例会が楽しくなければロータリーへの足も遠のくでしょう。この年度、例会
の充実と例会に参加する楽しみを増やしていただくようお願いいたします。会員数
からみれば変動期にありますが、ロータリーの原点である職業奉仕の理念を再確認し、
質の高いクラブを作ることが求められます。
　さて、今もって東日本大震災の深刻な状況が報道されるにつけ、ロータリーはど
のような支援ができるのかと改めて考えさせられます。「こころの中を見つめよう、
博愛を広げるために」と掲げられた本年度のRIテーマが、時宜にかなった顕然な課
題である事が理解できます。このテーマの真意を探りつつ、震災被災地支援をはじ
めロータリーの課題と地区目標に取り組み、震災によって蒙った沈滞ムードを払拭
して前進しようではありませんか。この1年間微力ながら務めて参りますので、会
員各位のご支援とご協力をお願い申し上げます。

　第3グループAのガバナー補佐を拝命いたしました、宇都宮西ロータリークラブ
の恩田光憲でございます。比企ガバナーは私と同業の大先輩で、普段からお世話に
なっており、立派なお人柄にも惹かれ、補佐を務めさせていただくこととなりました。
ガバナーとクラブとのパイプ役を果たしてまいりたいと思いますので、一年間どう
かよろしくお願いたします。
　今年度のRI会長はインドのカルヤン・バネルジーという方で、「こころの中を見
つめよう、博愛を広げるために」という、崇高な、また心からの優しさのこもったテー
マを掲げられました。また、「家族」、「継続」、「変化」の3つの協調項目に力を注ぎ
たいとしています。ガバナーが示されたいくつかの地区目標と照らし合わせながら、
今年度の活動の礎としていただきたいと思います。
　3月11日の震災以来、募金活動や、色々なボランティア活動などがされています。
ロータリーでも募金活動などが進んでいますが、これからも継続した支援が必要と
思います。皆様のクラブにおかれましては、クラブフォーラムなどを利用し、会員
全体で話し合い、クラブの特徴や規模にあった支援活動を考えていただきたいと思
います。RI会長の「こころの中を見つめよう、博愛を広げるために」はその際の理
想のテーマですし、Vocational Service（職業奉仕）のServiceの本来の理念を当ては
めてみるのがふさわしいのではないでしょうか。素晴らしいニーズに合ったクオリティー
の高い支援活動を願います。

　2011-2012年度、第2グループガバナー補佐に就任いたしました、氏家ロータリー
クラブの阿部孝憲でございます。本年度RI会長のテーマは「こころの中を見つめよう、
博愛を広げるために」です。これは私たち一人ひとりが人類の同じ問題に、思いや
りの心を持って奉仕し、世界平和を実現する事だと理解します。この度の東日本大
震災では、1000年に1度の大津波さらに原発事故と日本は苦境に立たされました。
しかしこのような時に、世界そしてロータリアンの人種を越えた支援の輪があっと
いう間に広がり、人類の強い絆を感じざるを得ませんでした。また、常々考えさせ
られる、なぜロータリアンとロータリークラブは社会に必要とされるのかを、改め
て確信する事ができました。私は比企ガバナーとのパイプ役として、ガバナーの思
いをクラブに伝え、クラブの実情をガバナーに伝え、時代に即したロータリーを目
指します。各クラブのご協力をよろしくお願いします。まず本年度ガバナーが掲げ
ました地区目標の達成をお願いします。また第2グループは会員数が最も少なく現
在107名です。会員減少の問題を共有化し、ここ数年は合同例会により活性化を計っ
てきましたが、環境の厳しさは変わっていません。ロータリーでは人との出会いに
感動し、新たな体験により成長する。しかし近年の会員減少により、そのような大
切な場が縮小しています。ロータリーに人を引き寄せる魅力が薄れ、ロータリアン
の誇りと自信が薄れていく、そんな危機感を感じているのは私だけではないでしょ
う。今はただ被災地の1日も旱い復興と日本経済の力強い復活を願うばかりです。

　今年度RI会長の強調事項は、第一に「家族」第二に「継続」次に「変化」であります。
長いロータリークラブの歴史の中で、原点はまず「親睦、友愛」があり、「職業奉仕」
が生まれ、この継続から「社会奉仕」に成長し、次第に広がって「国際奉仕」へと成
長してきました。これを貫く思想を「奉仕の理想」と呼びますが、まさに今年度のテー
マは「奉仕の理想」そのものであります。
　比企ガバナーは、「今年度は、大変革の年である」といっておられます。四大奉仕
から五大奉仕と変わり、GSEも今年度が最後、来年度からはVTTとしてスタート
となります。ポリオ撲滅もひょっとしたら今年度はファイナルインチを迎えるかも
知れません。ロータリー財団の「未来の夢計画」が2013年度から全世界で実施とな
ります。今年度のうちに理解、準備をしなくてはなりません……etc。これだけの
変化の上に、2011年3月11日に発生した東日本大震災の復興スタートの年でありま
す。こんな劇的な場面でガバナー補佐という大役をいただき、身が引き締まる思い
であります。
　ロータリークラブは本来皆さんの個人、個人の企業がそれぞれ独自に行うべき奉
仕活動を訓練、調査する大変すばらしい機関であります。またロータリーの「哲学
や使命・ビジョン・価値観」の考え方は企業にとっても欠かせないものであります。
　このまたとない機会を有意義に活用し、今後の人生において悔いのない1年を送るこ
とができますよう実践してゆきたいと思います。皆様のご協力よろしくお願いいたします。

ガバナー補佐就任あいさつ

月江 寛智
（黒磯RC）

大田原ロータリー・クラブ
黒磯ロータリー・クラブ
西那須野ロータリー・クラブ
黒羽ロータリー・クラブ
那須ロータリー・クラブ
塩原ロータリー・クラブ
大田原中央ロータリー・クラブ

宇都宮ロータリー・クラブ
宇都宮西ロータリー・クラブ
宇都宮北ロータリー・クラブ
宇都宮90ロータリー・クラブ
宇都宮陽北ロータリー・クラブ

烏山ロータリー・クラブ
氏家ロータリー・クラブ
矢板ロータリー・クラブ
馬頭小川ロータリー・クラブ
高根沢ロータリー・クラブ

宇都宮東ロータリー・クラブ
宇都宮南ロータリー・クラブ
宇都宮陽東ロータリー・クラブ
宇都宮陽南ロータリー・クラブ

恩田 光憲
（宇都宮西RC）

阿部 孝憲
（氏家RC）

中村 勝
（宇都宮陽南RC）

第 1 グループ
ガバナー補佐

第 3 グループ A
ガバナー補佐

第 2 グループ
ガバナー補佐

第 3 グループ B
ガバナー補佐
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　第4グループのガバナー補佐を拝命いたしました益子ロータリークラブ牟田紀一
でございます。
　2011～2012年度のRIテーマ「こころの中を見つめよう、博愛を広げるために」と、
カルヤン・バネルジー会長から提唱されました。このテーマをいただいた時、頭に
浮かんだことは「内平外成」。　内、平らかにして、外、成る。現年号「平成」でした。
　バネルジー会長は「自ら省みて、自ら始めて下さい。その後で外に目を向けて下
さい」、さらに「家族」「継続」「変化」と3つのキーワードを用意され、奉仕の心を強
調されておられます。比企ガバナーも、このテーマに強い共感を持たれ、今年度の
地区目標にその意を盛り込まれ、目標達成を望んでおられますので、支援をしたい
と考えております。
　3月に発生しました1000年に1度ともいわれる東日本大震災で多くの方々が罹災
をされました。その復興には数年の歳月を要するとの報道もあります。R1会長テー
マ「こころの中を見つめよう、博愛を広げるために」は被災地の皆様方への「奉仕」
の具現化のメッセージと理解しております。
　さて、ガバナー補佐として比企ガバナーの意をクラブ並びに会員各位にお伝えをし、
クラブからの声を地区にお届けする。また、クラブ間の情報交換を密にして、実のあ
るグループにしたいと考えております。限られた期間ですが、地区とクラブそして会
員のパイプ役として努めて行く所存です。ご協力ご支援のほどお願いいたします。

　国際ロータリー会長、カルヤン・バネルジー氏はＲＩテーマとして、「こころの中
を見つめよう、博愛を広げるために」という言葉を発表しています。その奉仕する
ための前提として、家族・継続・変化という3つのことを強調しています。比企ガ
バナーはそれを受けて、ポリオ撲滅とロータリー米山記念奨学会の活動を中心に据
えています。また、地区目標を明確に掲げて私たちの今年の行動の指針を出されて
います。これらを実現するためには、まずロータリーの原点に立ち戻ることだと思
います。
　ロータリーの原点は会員同士が相手を知りあう事から始まります。それから信頼
と友情が育まれ、奉仕活動に進んでいく事になります。昨年はロータリー地区財団
活動資金を使ってのマッチング・グラントにより第６グループの結束と交流が活発
になりました。今年もその流れを続かせるように奉仕活動を通じての親睦の輪をさ
らに広げて行くことと、今年度の比企ガバナーのメッセージを踏まえて示されてい
る地区目標を達成できるようにしたいと考えています。そのために各クラブの会員
の方の手助けが少しでもできますように努力いたします。
　1年間、楽しく奉仕活動ができる事を期待いたしております。ご協力のほど、お
願いいたします。

　2011～2012年度比企ガバナーより第5グループのガバナー補佐を拝命いたしまし
た小山ロータリークラブの石塚勝彦です。1年間親睦を深めながら楽しいロータリー
活動に微力ではありますが、尽くしたいと思います。
　RI会長カルヤン・バネルジーは自分自身を見つめ直す……「こころの中を見つめ
よう、博愛を広げるために」をテーマといたしました。
　自分自身を省みる事により私たち人類が同じ価値観を共有し平和と充足を願い心
豊かな日々を送る事を望んでいると言っております。そして、奉仕での3つの強調
事項を示されました。
第1には「家族」……強い家族
第2には「継続」……一番得意とする事
第3には「変化」……改善できる事
です。
　第2550地区比企ガバナーは、これらの事を基調にガバナー方針をロータリーの最
終目標は「世界の平和」と位置付けて、ポリオ撲滅の継続と米山記念奨学会の重要
性と更なる充実を図り、博愛を広める同志会員の増強に努めるとの事です。
　私は各クラブが事業推進に当たり、その趣旨をガバナーに伝えると共に、適切な
ご意見、ご指導を各クラブに伝えるパイプ役が自分の仕事と心得ております。
　第5グループの皆様のご理解、ご協力をお願いいたします。

　2011−12年度ガバナー補佐を任命いただきました八木澤享一です。よろしくお
願い申し上げます。比企ガバナーの責務とお考えを充分に理解し、各クラブとの連
絡調整、また、グループ内での情報交換等を通して各クラブと私にとって有意義な
年度になるよう一生懸命務めさせていただきます。
　2011−2012年度RIテーマは「こころの中を見つめよう、博愛を広げるために」です。
まず自分自身を見つめなおすこと、深く自己を省みることによって、自分が強くな
れば、家族や共に生きる人々も強くなります。そして地域社会に奉仕をするのがロー
タリーだと思います。カルヤン・バネルジーRI会長は、ロータリーの奉仕において
3つの強調事項に力を注いでいきたいと述べております。第一に、強い家族を築く
こと「家族」、第二に、私たちが一番得意とする「継続」、第三に、変える必要があ
ることは変える「変化」、です。私だけかもしれませんが、今回の東日本大震災に
よる社会的、経済的な大打撃の中でロータリアンとしての心意気を忘れかけていま
したが、この3つの強調事項を読むたびに勇気とやる気をいただきました。ロータ
リアンとして心に強く秘めておきたいと思います。私の好きな言葉に、「過去に学び、
今日を考え、明日に向かって努力する」。浅学非才な私ですが、比企ガバナーの補
佐として、各クラブのパイプ役として皆様に学びながらガバナー補佐の責務を遂行
できるよう努力いたします。ご協力お願い申し上げ挨拶といたします。

ガバナー補佐就任あいさつ

牟田 紀一
（益子RC）

山口 武夫
（栃木RC）

石塚 勝彦
（小山RC）

八木澤 享一
（今市RC）

第 4 グループ
ガバナー補佐

第 6 グループ
ガバナー補佐

第 5 グループ
ガバナー補佐

第 7 グループ
ガバナー補佐

真岡ロータリー・クラブ
益子ロータリー・クラブ
真岡西ロータリー・クラブ
しもつけロータリー・クラブ

栃木ロータリー・クラブ
栃木西ロータリー・クラブ
壬生ロータリー・クラブ
栃木南ロータリー・クラブ

小山ロータリー・クラブ
小山南ロータリー・クラブ
小山東ロータリー・クラブ
小山北ロータリー・クラブ
小山中央ロータリー・クラブ

日光ロータリー・クラブ
鹿沼ロータリー・クラブ
今市ロータリー・クラブ
鹿沼東ロータリー・クラブ
粟野西方ロータリー・クラブ
鹿沼中央ロータリー・クラブ
今市きぬロータリー・クラブ
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　はじめに、このたびの東日本大震災でお亡くなりになられた皆様方のご冥福をお
祈り申し上げますとともに、被災をされたロータリアンおよびご家族、そして多く
の皆様方に対しまして心よりお見舞いを申し上げます。私はこの度2011～2012年
度第8グループガバナー補佐にご推薦をいただきました足利東RCの中谷でござい
ます。この1年間皆様のご理解とご協力をいただき、比企ガバナーと皆様のクラブ
がよりスムースに連携されますよう努力いたす所存でございます。
　2011～2012年度国際ロータリーカルヤン・バネルジー会長は、RIテーマを発表さ
れ、ロータリアンの決意と内なる力を鼓舞されました。何かを成し遂げるためには、
私たち一人ひとりが内なる変化を求め、そしてありとあらゆる知恵を振り絞り前進
しなければなりません。そして、より良き家族を構築する事が地域をまた国を育み、
そして私たちが長年実践してきた、きれいで安全な水の提供、ポリオ撲滅、識字率
向上、未来のリーダーとなる新世代育成、平和への努力をさらに継続し次の新たな
ステップに到達しなければならないと説いています。
　「こころの中を見つめよう、博愛を広げるために」―この簡潔で、かつ非常に哲学的
な言葉の中に、私たちロータリアンが捜し求める道があるように思います。この1
年間、全ての人のため、そしてさらなる喜びのある世界を構築するため、ロータリ
アンである皆様と共に歩んで参りたいと思います。最後になりますが、今年度、皆
様のご理解とご協力を賜りますよう再度お願いを申し上げ就任の挨拶といたします。

　比企年度第9グループガバナー補佐を拝命いたしました、佐野東クラブの芝口久
雄でございます。年齢47歳、職業は司法書士です。大竹年度の時にクラブ会長を
務め、地区ではRYLA委員を3年、その後に青少年交換委員会の末席を1年間ほど
汚しておりました。
　この度、浅学菲才の身でありながら、大役をお引き受けしてしまい、たいへん身
の引き締まる思いがしております。もちろん荷が重い事は承知の上ではございます
が、第9グループは、すべてのクラブが伝統と実績を兼ね備えた素晴らしいクラブ
ばかりでありますので、私のようなものでも何とか無事に大役を務められればと心
から願っております。
　またグループ内の会長幹事の皆様方も、比企年度は本当に有能な方々が就任され
たようですので、無能な補佐の出る幕もなく、バネルジー国際ロータリー会長や比
企ガバナーの基本方針に沿って、粛々とクラブ運営を行っていただけるものと確信
いたしております。
　カルヤン・バネルジー国際ロータリー会長は、素晴らしいテーマを提唱され、比
企達男ガバナーは、そのテーマから実直な地区目標を掲げられました。比企ガバナー
の誠実な人柄が偲ばれる地区目標であると感じております。
　本当に微力ではございますが、第9グループと地区の発展に少しでも寄与できれ
ばと努力する所存でございますので、皆様方のご指導ご鞭撻をお願い申し上げます。

ガバナー補佐就任あいさつ

中谷 研一
（足利東RC）

芝口 久雄
（佐野東RC）

第 8 グループ
ガバナー補佐

第 9 グループ
ガバナー補佐

訪問日 曜日 訪問クラブ 訪問日 曜日 訪問クラブ 訪問日 曜日 訪問クラブ
7月13日 水 壬生 9月8日 木 田沼 10月16日 日 地区大会
7月20日 水 益子 9月12日 月 小山中央 10月19日 水 しもつけ
7月26日 火 真岡西 9月13日 火 鹿沼中央・粟野西方 10月25日 火 西那須野・塩原

8月1日 月 佐野 9月15日 木 烏山・氏家・矢板・
馬頭小川・高根沢 10月27日 木 宇都宮西

8月4日 木 真岡 9月22日 木 黒磯・那須 10月28日 金 小山東
8月9日 火 足利東 9月27日 火 葛生 11月1日 火 岩舟
8月18日 木 足利西・足利わたらせ 9月29日 木 日光・今市・今市きぬ 11月2日 水 栃木
8月22日 月 宇都宮90 10月4日 火 栃木西 11月8日 火 宇都宮
8月25日 木 小山 10月5日 水 小山北 11月9日 水 宇都宮南
8月26日 金 足利 10月6日 木 栃木南 11月10日 木 宇都宮北
8月31日 水 鹿沼東 10月11日 火 小山南 11月15日 火 宇都宮東

9月1日 木 鹿沼 10月13日 木 大田原・黒羽・大田
原中央 11月16日 水 宇都宮陽東・宇都宮

陽南・宇都宮陽北
9月7日 水 佐野東 10月15日 土 地区大会

2011〜12年度　ガバナー公式訪問日程表

〈公式訪問に際して〉
●クラブ現況報告書作成時のクラブ協議会に担当グループガバナー補佐が出席します。
● クラブ現況報告書は、公式訪問のためのものではなく、クラブのためのものですので、年度初めに作成
するよう努力して下さい。

● 提出する書類
　 ①効果的なロータリー・クラブとなるための活動計画の指標 （クラブ会長要覧P118～P124）
　 　クラブ会長がご記入し、6月末日までにグループ担当ガバナー補佐に2部提出。補佐はグループ内クラ
ブをまとめて、1部をガバナー事務所あて送付して下さい。

　②クラブ現況報告書
　　報告書記載要項に準拠して作成の上、ガバナー事務所へ 2 部、グループ担当ガバナー補佐へ1部送付下さい。
● 公式訪問日程と時間について
　 　2週間前までに当日の打ち合わせをガバナー補佐と済ませてください。また、会場等変更がある場合は、

ガバナー事務所へご連絡願います。

　〈公式訪問当日〉
　会長・幹事懇談会　　　11:00～12:00
　例会出席　　　　　　　12:30～13:30
　クラブ協議会　　　　　13:30～14:30
　＊クラブ協議会は、公式訪問時に開催し、担当グループガバナー補佐も出席いたします。
　　クラブ会員全員参加をお願いいたします。
　＊会長・幹事懇談会には、必要に応じ会長エレクト・クラブ奉仕委員長・情報委員長にも出席お願いいたします。

● 備考
　 　公式訪問では、華美な接待、お土産等のお心遣いは遠慮させていただきます。クラブでは、厳しい状

況の中、いかに会費を安く、奉仕活動に資金を回せるかとお考えのことと思いますので、普段通りの例
会に出席したいと思います。

　 　また、公式訪問には、ガバナーのホームクラブ宇都宮陽東ＲＣ会員が同行し、すべての時間に出席し、
勉強をさせていただきたく思います。

足利ロータリー・クラブ
足利東ロータリー・クラブ
足利西ロータリー・クラブ
足利わたらせロータリー・クラブ

佐野ロータリー・クラブ
葛生ロータリー・クラブ
田沼ロータリー・クラブ
佐野東ロータリー・クラブ
岩舟ロータリー・クラブ

8 * GOVERNOR'S  MONTHLY  LETTER 9GOVERNOR'S  MONTHLY  LETTER *



諮問委員会

板橋　敏雄（足利東）
深澤　豊吉（足利）
亀和田辰男（宇都宮北）
村上　　肇（宇都宮西）
落合　雅雄（栃木西）
羽石　光臣（宇都宮東）
瀬下　龍夫（壬生）

石原　敬士（鹿沼）
半田　久一（黒磯）
佐野　正行（佐野）
大竹　義夫（足利東）
近藤　隆亮（宇都宮）
森　　玄房（宇都宮西）

ロータリーの友地区委員
竹田　真臣（宇都宮陽東）
中村　　弘（宇都宮北）

ＤＩＣＯ
③佐伯　秀利（宇都宮北）

地区幹事

岩村　隆之	(宇都宮陽東）
刀川　清満	(壬生）
馬上　源市	（宇都宮北）

地区会計長
増山　　誠	(宇都宮陽東）

地区資金委員

茂木　宏之	(壬生）
新妻　健一	（宇都宮北）

世界社会奉仕委員会

☆①設楽　厚夫(宇都宮90）
　①上地　弘二（宇都宮北）

友情交換委員会
☆①佐藤　和之（日光）

ロータリー米山記念奨学会委員会

☆③塚越　啓司（足利東）
　③石崎　功一（栃木西）
　③辻　　裕司（宇都宮東）
　②高橋　和夫（宇都宮陽北）
　①安藤　英夫（宇都宮90）

Ｒ米山記念奨学会学友委員会
☆④恩田　光憲（宇都宮西）

ロータリー情報委員会

☆③佐伯　秀利（宇都宮北）
　③鈴木　修司（宇都宮陽東）

会員組織委員会

☆③岩上総一郎（大田原）
　③石渡　正男（岩舟）
　②平野　良和（益子）
　②柿沼　幸宏（小山東）
　①益子　　浩（西那須野）

ロータリー家族委員会

☆②福田　正和（鹿沼東）
　①木内　裕祐（宇都宮西）

クラブ・プログラム委員会

☆①辻　博明（宇都宮）
　②田村　吉幸（宇都宮北）
　①石井　道康（足利東）

青少年交換委員会
☆②白相　淑久（馬頭小川）
　④金子　昭彦（鹿沼）
　②川名　　悟（宇都宮90）
　①村上　正子（栃木南）
　①小山　研一（氏家）
　①岩﨑正日登（宇都宮陽北）
　①佐々木　隆（宇都宮南）
○ガバナーノミニー

RYLA	委員会

☆①長谷川　孝（栃木南）
　③小林　正明（宇都宮東）
　③國井スミ子（足利東）
　②倉澤　良裕（黒羽）
　①藤沼　孝幸（大田原中央）

ローターアクト委員会
☆①島田　将行（足利東）
　③櫻木　宏紀（足利）
　④岡川　光佑（宇都宮西）
　①秋元　吉博(宇都宮東）
インターアクト委員会

☆②二十二　修（宇都宮北）
　④町田　卓大（宇都宮）
　③笠倉　孝之（宇都宮90）
　②若菜　秀夫（栃木西）
　①鳥居　輝一（黒磯）
　①源田　俊昭(足利東）

青少年育成委員会
☆①三品　一男(鹿沼中央）
　③上野　徳浩（真岡西）
　②若度　哲久（宇都宮東）
　①池田　則之(岩舟）

国際親善奨学金委員会

☆①木村　正樹（宇都宮）
　①下鳥　大作（大田原）
　①坂寄　修一（宇都宮西）

研究グループ交換（GSE）委員会
☆②石島　　洋（宇都宮）
　④佐山　知也（栃木）
　③真尾　和夫（足利東）
　③海老原　茂（しもつけ）
　①西田　　靖（宇都宮陽北）
　①高橋　　宏（鹿沼東）

財団補助金委員会
☆①真尾　伸一（足利わたらせ）
　④青山　吉博（西那須野）
　①福原　一郎（真岡）
　①横松　宏明(宇都宮西）
年次寄付・恒久基金委員会

☆③森本　敬三（大田原中央）
　③鈴木　久雄（黒磯）
　②氷見　定明（西那須野）

財団学友委員会
☆②藤原　郁三（益子）
ポリオプラス＆識字率向上委員会

☆③髙野　藤房（宇都宮東）
　①澁谷　正仁（今市きぬ）

地区財務委員会
増山　　誠	（宇都宮陽東）
新妻　健一	（宇都宮北）
茂木　宏之	(壬生）

地区規約委員会
研修リーダー
直前ガバナー
情報委員長	

地区危機管理委員会

委員長　近藤　隆亮（	宇都宮	）
ガバナーエレクト	
ガバナー補佐　
新世代プロジェクト委員長
青少年育成委員長	
ＲＹＬＡ委員長
インターアクト委員長
ローターアクト委員長
国際奉仕委員長
青少年交換委員長
広報委員長
弁護士

地区大会委員会

選挙管理委員会
資格審査委員会
プログラム委員会

登録委員会
決議委員会
広報委員会

国際大会参加推進委員会

☆ガバナーエレクト
　②佐伯　莞司(栃木南）
　②田沼　　穣(佐野）
　②橋本　為二(岩舟）
　①日下田　正(益子）

地区拡大委員会
　③羽石　光臣（宇都宮東）
　②森　　玄房（宇都宮西）
　①瀬下　龍夫（壬生）

地区広報委員会
☆①熊倉　学（宇都宮陽北）
　③吉村　　繁（鹿沼東）

職業奉仕部門

カウンセラー
②森　　玄房(宇都宮西）

職業奉仕委員会

☆②飯村　愼一（宇都宮90）
　③橋本　憲一（大田原）
　③小林　芳久（足利わたらせ）
　①遠藤　幸一（小山東）

												委員会

☆③柿沼　賢				（宇都宮西）
　③田村　昭			夫（小山東）
　③吉川　水			城（益子）
　③大村　一			夫（氏家）
　②久保井一			臣（宇都宮）

地区研修委員会

☆大竹　義夫（足利東）
　②齋藤　一郎（宇都宮）
　②朝信　泰昌（烏山）

クラブ奉仕部門

カウンセラー
③佐野　正行（佐野）

ロータリー財団部門

カウンセラー
③近藤　隆亮（宇都宮）

地区プログラム部門

カウンセラー
①瀬下　龍夫（壬生）

ロータリー米山記念奨学会部門

カウンセラー
①羽石　光臣（宇都宮東）2011-12第1ゾーン理事指名委員

羽石　光臣(宇都宮東）

ガバナー・エレクト
鈴木　　宏(宇都宮北）

地区ガバナー

比企　達男（宇都宮陽東）

地区研修リーダー
大竹　義夫（足利東）

国際奉仕委員会
☆①中島　恭三（足利東）

クラブ奉仕委員会
☆①石川　昭男（鹿沼東）

新世代奉仕委員会
☆②喜内　敏夫（宇都宮南）

ロータリー財団委員会
☆③近藤　隆亮（宇都宮）

ガバナー・ノミニー

※☆印は委員会委員長です。

ＲＩ会長	 カルヤン・バネルジー	（インド・バピＲＣ）
ＲＩ理事	 近藤　雅臣	（千　里）	

ガバナー補佐
第1グループ　 月江　寛智（黒磯） 大田原・黒磯・西那須野・黒羽・那須・塩原・大田原中央
第2グループ　 阿部　孝憲（氏家） 烏山・氏家・矢板・馬頭小川・高根沢
第3グループＡ 恩田　光憲（宇都宮西） 宇都宮・宇都宮西・宇都宮北・宇都宮90・宇都宮陽北
第3グループＢ 中村　　勝（宇都宮陽南） 宇都宮東・宇都宮南・宇都宮陽東・宇都宮陽南
第4グループ　 牟田　紀一（益子） 真岡・益子・真岡西・しもつけ
第5グループ　 石塚　勝彦（小山） 小山・小山南・小山東・小山北・小山中央
第6グループ 山口　武夫（栃木） 栃木・栃木西・壬生・栃木南
第7グループ 八木澤享一（今市） 日光・鹿沼・今市・鹿沼東・粟野西方・鹿沼中央・今市きぬ
第8グループ 中谷　研一（足利東） 足利・足利東・足利西・足利わたらせ
第9グループ 芝口　久雄（佐野東） 佐野・葛生・田沼・佐野東・岩舟

ガバナー指名委員会

　落合　雅雄（栃木西）
☆近藤　隆亮（宇都宮）
　羽石　光臣（宇都宮東）
　森　　玄房（宇都宮西）
　瀬下　龍夫(壬生）

　　　　　　	会 ガバナー,　	諮問委員,	　ガバナー・エレクト，　	ガバナー・ノミニー,	　ガバナー補佐
地区委員会委員長（職業奉仕,	クラブ奉仕,	社会奉仕,	国際奉仕,	新世代奉仕,	ロータリー財団,	ロータリー米山記念奨学会）

2011〜12年度　RID2550　地区組織図
諮問委員会

板橋　敏雄（足利東）
深澤　豊吉（足利）
亀和田辰男（宇都宮北）
村上　　肇（宇都宮西）
落合　雅雄（栃木西）
羽石　光臣（宇都宮東）
瀬下　龍夫（壬生）

石原　敬士（鹿沼）
半田　久一（黒磯）
佐野　正行（佐野）
大竹　義夫（足利東）
近藤　隆亮（宇都宮）
森　　玄房（宇都宮西）

ロータリーの友地区委員
竹田　真臣（宇都宮陽東）
中村　　弘（宇都宮北）

ＤＩＣＯ
③佐伯　秀利（宇都宮北）

地区幹事

岩村　隆之	(宇都宮陽東）
刀川　清満	(壬生）
馬上　源市	（宇都宮北）

地区会計長
増山　　誠	(宇都宮陽東）

地区資金委員

茂木　宏之	(壬生）
新妻　健一	（宇都宮北）

世界社会奉仕委員会

☆①設楽　厚夫(宇都宮90）
　①上地　弘二（宇都宮北）

友情交換委員会
☆①佐藤　和之（日光）

ロータリー米山記念奨学会委員会

☆③塚越　啓司（足利東）
　③石崎　功一（栃木西）
　③辻　　裕司（宇都宮東）
　②高橋　和夫（宇都宮陽北）
　①安藤　英夫（宇都宮90）

Ｒ米山記念奨学会学友委員会
☆④恩田　光憲（宇都宮西）

ロータリー情報委員会

☆③佐伯　秀利（宇都宮北）
　③鈴木　修司（宇都宮陽東）

会員組織委員会

☆③岩上総一郎（大田原）
　③石渡　正男（岩舟）
　②平野　良和（益子）
　②柿沼　幸宏（小山東）
　①益子　　浩（西那須野）

ロータリー家族委員会

☆②福田　正和（鹿沼東）
　①木内　裕祐（宇都宮西）

クラブ・プログラム委員会

☆①辻　博明（宇都宮）
　②田村　吉幸（宇都宮北）
　①石井　道康（足利東）

青少年交換委員会
☆②白相　淑久（馬頭小川）
　④金子　昭彦（鹿沼）
　②川名　　悟（宇都宮90）
　①村上　正子（栃木南）
　①小山　研一（氏家）
　①岩﨑正日登（宇都宮陽北）
　①佐々木　隆（宇都宮南）
○ガバナーノミニー

RYLA	委員会

☆①長谷川　孝（栃木南）
　③小林　正明（宇都宮東）
　③國井スミ子（足利東）
　②倉澤　良裕（黒羽）
　①藤沼　孝幸（大田原中央）

ローターアクト委員会
☆①島田　将行（足利東）
　③櫻木　宏紀（足利）
　④岡川　光佑（宇都宮西）
　①秋元　吉博(宇都宮東）
インターアクト委員会

☆②二十二　修（宇都宮北）
　④町田　卓大（宇都宮）
　③笠倉　孝之（宇都宮90）
　②若菜　秀夫（栃木西）
　①鳥居　輝一（黒磯）
　①源田　俊昭(足利東）

青少年育成委員会
☆①三品　一男(鹿沼中央）
　③上野　徳浩（真岡西）
　②若度　哲久（宇都宮東）
　①池田　則之(岩舟）

国際親善奨学金委員会

☆①木村　正樹（宇都宮）
　①下鳥　大作（大田原）
　①坂寄　修一（宇都宮西）

研究グループ交換（GSE）委員会
☆②石島　　洋（宇都宮）
　④佐山　知也（栃木）
　③真尾　和夫（足利東）
　③海老原　茂（しもつけ）
　①西田　　靖（宇都宮陽北）
　①高橋　　宏（鹿沼東）

財団補助金委員会
☆①真尾　伸一（足利わたらせ）
　④青山　吉博（西那須野）
　①福原　一郎（真岡）
　①横松　宏明(宇都宮西）
年次寄付・恒久基金委員会

☆③森本　敬三（大田原中央）
　③鈴木　久雄（黒磯）
　②氷見　定明（西那須野）

財団学友委員会
☆②藤原　郁三（益子）
ポリオプラス＆識字率向上委員会

☆③髙野　藤房（宇都宮東）
　①澁谷　正仁（今市きぬ）

地区財務委員会
増山　　誠	（宇都宮陽東）
新妻　健一	（宇都宮北）
茂木　宏之	(壬生）

地区規約委員会
研修リーダー
直前ガバナー
情報委員長	

地区危機管理委員会

委員長　近藤　隆亮（	宇都宮	）
ガバナーエレクト	
ガバナー補佐　
新世代プロジェクト委員長
青少年育成委員長	
ＲＹＬＡ委員長
インターアクト委員長
ローターアクト委員長
国際奉仕委員長
青少年交換委員長
広報委員長
弁護士

地区大会委員会

選挙管理委員会
資格審査委員会
プログラム委員会

登録委員会
決議委員会
広報委員会

国際大会参加推進委員会

☆ガバナーエレクト
　②佐伯　莞司(栃木南）
　②田沼　　穣(佐野）
　②橋本　為二(岩舟）
　①日下田　正(益子）

地区拡大委員会
　③羽石　光臣（宇都宮東）
　②森　　玄房（宇都宮西）
　①瀬下　龍夫（壬生）

地区広報委員会
☆①熊倉　学（宇都宮陽北）
　③吉村　　繁（鹿沼東）

職業奉仕部門

カウンセラー
②森　　玄房(宇都宮西）

職業奉仕委員会

☆②飯村　愼一（宇都宮90）
　③橋本　憲一（大田原）
　③小林　芳久（足利わたらせ）
　①遠藤　幸一（小山東）

社会奉仕				委員会

	☆③柿沼　賢				（宇都宮西）
　	③田村　昭				夫（小山東）
　	③吉川　水				城（益子）
　	③大村　一				夫（氏家）
　	②久保井一				臣（宇都宮）

地区研修委員会

☆大竹　義夫（足利東）
　②齋藤　一郎（宇都宮）
　②朝信　泰昌（烏山）

クラブ奉仕部門

カウンセラー
③佐野　正行（佐野）

ロータリー財団部門

カウンセラー
③近藤　隆亮（宇都宮）

地区プログラム部門

カウンセラー
①瀬下　龍夫（壬生）

ロータリー米山記念奨学会部門

カウンセラー
①羽石　光臣（宇都宮東）2011-12第1ゾーン理事指名委員

羽石　光臣(宇都宮東）

ガバナー・エレクト
鈴木　　宏(宇都宮北）

地区ガバナー

比企　達男（宇都宮陽東）

地区研修リーダー
大竹　義夫（足利東）

国際奉仕委員会
☆①中島　恭三（足利東）

クラブ奉仕委員会
☆①石川　昭男（鹿沼東）

新世代奉仕委員会
☆②喜内　敏夫（宇都宮南）

ロータリー財団委員会
☆③近藤　隆亮（宇都宮）

ガバナー・ノミニー

※☆印は委員会委員長です。

ＲＩ会長	 カルヤン・バネルジー	（インド・バピＲＣ）
ＲＩ理事	 近藤　雅臣	（千　里）	

ガバナー補佐
第1グループ　 月江　寛智（黒磯） 大田原・黒磯・西那須野・黒羽・那須・塩原・大田原中央
第2グループ　 阿部　孝憲（氏家） 烏山・氏家・矢板・馬頭小川・高根沢
第3グループＡ 恩田　光憲（宇都宮西） 宇都宮・宇都宮西・宇都宮北・宇都宮90・宇都宮陽北
第3グループＢ 中村　　勝（宇都宮陽南） 宇都宮東・宇都宮南・宇都宮陽東・宇都宮陽南
第4グループ　 牟田　紀一（益子） 真岡・益子・真岡西・しもつけ
第5グループ　 石塚　勝彦（小山） 小山・小山南・小山東・小山北・小山中央
第6グループ 山口　武夫（栃木） 栃木・栃木西・壬生・栃木南
第7グループ 八木澤享一（今市） 日光・鹿沼・今市・鹿沼東・粟野西方・鹿沼中央・今市きぬ
第8グループ 中谷　研一（足利東） 足利・足利東・足利西・足利わたらせ
第9グループ 芝口　久雄（佐野東） 佐野・葛生・田沼・佐野東・岩舟

ガバナー指名委員会

　落合　雅雄（栃木西）
☆近藤　隆亮（宇都宮）
　羽石　光臣（宇都宮東）
　森　　玄房（宇都宮西）
　瀬下　龍夫(壬生）

地区運営委員			会 ガバナー,　	諮問委員,	　ガバナー・エレクト，　	ガバナー・ノミニー,	　ガバナー補佐
地区委員会委員長（職業奉仕,	クラブ奉仕,	社会奉仕,	国際奉仕,	新世代奉仕,	ロータリー財団,	ロータリー米山記念奨学会）
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科　　　目 金　　　額 備　　　考
〈補助金〉

地区大会 1,000,000
地　区　協　議　会 1,300,000
次期地区委員研修会 800,000
次期会長研修会 1,000,000
IM 400,000 		40,000円×10グループ
会長、幹事会 100,000

科　　　目 金　　　額 備　　　考 ガバナーエレクト国際協議会旅費 1,200,000
〈委員会活動費〉 ガバナー補佐活動費 1,250,000 		25,000円×50RC

地区研修委員会 30,000 		会議費・研修会費 親善活動費 200,000

広報委員会 30,000 　　〃 拡大・増強活動費 500,000 新クラブ、インターアクト、
ローターアクト

クラブ奉仕委員会 150,000 　　〃 広報活動費 100,000
職業奉仕委員会 50,000 　　〃 小　　　計 7,850,000
社会奉仕委員会 50,000 　　〃 〈納付金その他〉

国際奉仕委員会 50,000 　　〃 ロータリー文庫運営費 525,000 1名300円の割
(上期150円　下期150円）

新世代奉仕委員会 150,000 　　〃 全国ガバナー会費 376,250 1名215円の割
(上期100円　下期115円）

ロータリー財団委員会 100,000 　　〃 ロータリー研究会分担金 700,000
米山記念奨学会委員会 100,000 　　〃 旅費 500,000
ロータリーの友委員 30,000 　　〃 登録料 400,000
国際大会参加推進委員会 10,000 　　〃 監査費 20,000
地区運営委員会 250,000 　　〃 年次報告書作成費 200,000
諮問委員会 300,000 　　〃 雑費 150,000
指名委員会 30,000 　　〃 小　　　計 2,871,250
地区会合 450,000 　　〃 〈予備費〉 278,750
DICO活動費 150,000 　　〃　　、ホームページ管理料 当年度支出合計 13,130,000
ガバナー補佐会 200,000 　　〃 次年度繰越金 300,000

小　　　計 2,130,000 合　　　計 13,430,000

区分

No．

内　　　容

会　　　　　員 新入会員

１件の
金額 記　　　事 送　金　先

一人当たりの会費
7/2～  
10/1

1/2～
　4/1（前期）

7月1日
（後期）
1月1日 年度計

A1 人頭分担金 $25.50 $25.50 $51.00 ※比例人頭分担金＝月割
計算　1カ月当たり$4.08

国際ロータリー日本事務局経理室
TEL	03-3903-3183
振込口座は下記参照

A2 規定審議会 $1.00 $1.00 前期のみA1と共に送金

A3 ザ・ロータリアン誌購読料 $12.00 半期毎 A1と共に送金

A4 RI文献

A5 ロータリー財団寄付

A6 ロータリー財団クラブ寄付

B1 米山記念奨学会
普通寄付

1,500
以上

1,500
以上

3,000
以上

増額の場合
年額500円単位

ロータリー米山記念奨学会
TEL	03-3434-8681
銀行名　三井住友銀行	京橋支店
口座名　ロータリー米山記念奨学会
口座番号　（普）0920373

B2 米山記念奨学会
特別寄付

米山功労者個人
個人・クラブ寄付

C1 ロータリーの友購読料 1,260 1,260 2,520 （注）参照のこと （請求がきてから振り込む事）
ロータリーの友事務所
TEL	03-3436-6651
銀行名　三井住友銀行	浜松町支店
口座名		ロータリーの友事務所
口座番号　（普）6326314

C2 ロータリーの友
英語版購読料 525 会員数の10％は購読ください

2011年　№70　発行

C3 ロータリー手帳 630 送料別途

C4 その他の出版物

D1 地区資金 3,750 3,750 7,500 1,875 1,875

国際ロータリー
第2550地区ガバナー事務所

〒320-0826
宇都宮市西原町142
宇都宮グランドホテル内

TEL	028-651-2550
FAX	028-651-2551

銀行名		栃木銀行	本店
口座名　R	I	D	2550
会計長	　増山　誠
口座番号　(普）1012907

D2 ガバナー月信購読料 1,000 1,000 2,000 500 500

D3 地区大会分担金 5,000 5,000 10,000 2,500 2,500

D4 ガバナー事務所協力金 2,800 2,800 5,600 1,400 1,400

D5 ガバナーエレクト協力金 300 300 600 150 150

D6
新世代基金 2,400 2,400 4,800 1,200 1,200

国際親善基金
25 25 50 12 12

D7 WCS基金

D8 GSE基金 800 800 1,600 400 400

D9 国際親善奨学基金 150 150 300 75 75

D10 ロータリー財団学友基金 25 25 50 13 13

D1～D10合計 16,250 16,250 32,500 8,125 8,125

E1 地区協議会登録料

ホストクラブから請求された金額 ホストクラブから請求された
預金口座へE2 IM他会合登録料

E3 次期クラブ役員会合登録料

国際ロータリーヘの振込（人頭分担金、比例人頭分担金、ザ・ロータリアン誌購読料、資料代）
・三井住友銀行	 新宿通支店	 普通預金　６７３３２４４	 国際ロータリー日本事務局　事務局長　大島四郎
ロータリー財団への寄付・・・・7月より変更になりましたので、ご注意ください！
年次寄付、恒久基金、使途指定寄付は
・三井住友銀行	 赤羽支店	 普通預金　３９７８１０１	 公益財団法人ロータリー日本財団
※必ず明細書（所定の用紙）をFAXすること。　FAX	03-3903-3781　または、kifu@rotary.org
（注）　ロータリーの友購読（C1）は半期に一度、会員数に応じて変更可能です。ロータリーの友事務所へFAXにて連絡すること。
支払いは、請求書が来てから処理してください。
※		整理の都合上、各種ご送金は必ずその内容明細をご記入ください。
※		A1～B2の送金は、その内容コピーを送金と同時に各送金先（ロータリー財団または米山記念奨学会）へ報告し合わせてガバナー
事務所へも報告してください。（FAXで可）

　 	ロータリー財団、米山記念奨学会等は振込口座の間違い等で、寄付の累計計算に誤りが生じる等のトラブルの無いようご注
意ください。これらの管理のためにも、ぜひガバナー事務所への報告を励行してください。

地区会計長　　増山　誠

2011〜12年度　送金カレンダー2011〜12年度　地区資金予算書

2011〜12年度　基金・協力金予算書　

2011年7月1日現在	（単位：円）基準会員数 1,750名　(単位：円）

基準会員数 1,750名　(単位：円）

収入の部

収入の部

支出の部

支出の部

注1：新世代基金の中には、次の青少年交換受入クラブへの助成金が含まれています。
　　　1年交換助成金　3名×800,000円＝2,400,000円
　　　夏期交換助成金　2グループ×200,000円＝400,000円

比企年度
※会員一人当たり負担金額（年間）　地区資金	7,500円	＋	基金・協力金	25,000円	＝	32,500円

科　　　目 金　　　額 備　　　考
ガバナー月信購読料 3,500,000

１
人
当
た
り
金
額

2,000円
地区大会分担金 17,500,000 10,000円
ガバナー事務所協力金 9,800,000 5,600円
ガバナーエレクト協力金 1,050,000 600円
新世代基金 8,400,000 4,800円
国際親善基金、ＷＣＳ基金 87,500 50円
ＧＳＥ基金 2,800,000 1,600円
国際親善奨学基金 525,000 	300円
ロータリー財団学友基金 87,500 50円
当年度収入合計 43,750,000 25,000円
前年度繰越金 0 前年度予算より

合　　　計 43,750,000

科　　　目 金　　　額 備　　　考
ガバナー月信購読料 3,500,000
地区大会分担金 17,500,000
ガバナー事務所協力金 9,800,000
ガバナーエレクト協力金 1,050,000

新世代基金(注1） 8,400,000 青少年交換、IAC、RAC、
RYLA、青少年育成

国際親善基金、WCS基金 87,500
GSE基金 2,800,000
国際親善奨学基金 525,000
ロータリー財団学友基金 87,500
当年度支出合計 43,750,000
次年度繰越金 0

合　　　計 43,750,000

科　　　目 金　　　額 備　　　考
地区資金受入 13,125,000 7,500円×1,750名
雑　収　入 5,000 前年度実績より
当年度収入合計 13,130,000
前年度繰越金 300,000 前年度予算より
合　　　計 13,430,000
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2011〜12年度　地区内・外主要行事 クラブ例会場・事務所一覧

月 日 曜日 行　　　事 場　　　所 担　　　当

2011年

7

1 金
ガバナー・元・次期ガバナー懇談会 東京・グランドプリンスホテル高輪 ガバナー会

第1回　ガバナー会 〃

10 日 第1回諮問委員会 宇・グランドホテル ガバナー事務所

10 日 第1回地区運営委員会 宇・グランドホテル ガバナー事務所

24 日 地区Ｒ米山記念奨学会委員会 宇・ホテルニューイタヤ 地区Ｒ米山記念奨学会委員会

8

6 土 第１５回ＩＡＣ　年次大会 作新学院 作新学院高等学校ＩＡＣ

7 日 地区ロータリー財団研究会 宇・ホテルニューイタヤ 地区Ｒ財団委員会

21 日 クラブ米山委員長会議 宇・ホテルニューイタヤ 地区Ｒ米山記念奨学会委員会

30 火 Ｒ米山記念奨学会　理事会・評議員会 東京　メルパルク東京 米山記念奨学会本部

9

4 日 一年交換帰国報告　　　　　　　　　 宇・ホテルニューイタヤ 地区青少年交換委員会

8～9 木～金 ガバナーエレクト研修セミナー（ＧＥＴＳ） 東京・グランドプリンスホテル新高輪 ＲＩ理事

11 日 Ｒ米山記念奨学会カウンセラー研修会 宇・ホテルニューイタヤ 地区Ｒ米山記念奨学会委員会

13 火 2012-13地区研修リーダー研修会 東京・グランドプリンスホテル高輪 ＲＩ理事

10

1 土 ＧＳＥ受入れ　出迎え 成田 ＧＳＥ委員会

2 日
1年交換学生選考試験 地区青少年交換委員会

ＧＳＥ受入れ　見送り 成田

8～10 土～月 ＲＹＬＡセミナー 鹿沼・ニューサンピア栃木 地区ＲＹＬＡ委員会

９～10 日～月 Ｒ米山記念奨学会学友会研修旅行 未定 地区Ｒ米山記念奨学会委員会

15 土 地区大会　第1回会長幹事会・指導者育成セミナー
ＲＩ会長代理歓迎晩餐会 宇・グランドホテル ホスト　宇都宮陽東ＲＣ

16 日 地区大会　本会議 宇・グランドホテル ホスト　宇都宮陽東ＲＣ

16 日 一年交換学生帰国報告会 宇・グランドホテル

20 木 第16回地区野球大会前々夜祭 鹿沼市内

22 土 第16回地区親善野球大会 鹿沼市運動公園 ホスト　鹿沼東ＲＣ

11

23 水 ロータリー財団地域セミナー 大阪　リーガーロイヤルホテル ロータリー財団　日本事務局

24 木 第2回ガバナー会、第２回ＧＥＴＳ 〃 ガバナー会

25～26 金～土 ロータリー研究会 〃　　国際会議場 ＲＩ理事

12 未定 日 第2回諮問委員会・ガバナーエレクト壮行会 宇都宮グランドホテル ガバナー事務所

2012年

1

15-21 日～土 国際協議会（ガバナーエレクト） 米国　サンディエゴ ＲＩ

22 日 第1グループIM 割烹石山

29 日 第３回諮問委員会・第２回地区運営委員会 宇・グランドホテル ガバナー事務所

2

4 土 2012-13年度　地区チーム研修セミナー 宇・グランドホテル ガバナー事務所

5 日 平成２４学年度Ｒ米山記念奨学会選考試験 宇・ホテルニューイタヤ 地区Ｒ米山記念奨学会委員会

26 日
2011-12　会長エレクト研修セミナー（ＰＥＴＳ） 宇・グランドホテル

Ｒ米山記念奨学会　歓送会 宇・ホテルニューイタヤ 地区Ｒ米山記念奨学会委員会

3
17～18 土～日 高校生ＲＹＬＡセミナー 鹿沼・ニューサンピア栃木 地区ＲＹＬＡ委員会

25 日 2011-12　地区協議会 宇・グランドホテル

4
未定 ＧＳＥ派遣　 成田 ＧＳＥ委員会

22 日 ＩＡＣ足尾植樹奉仕活動 足尾 インターアクト委員会

5
未定 ＧＳＥ帰国 成田 ＧＳＥ委員会

20 日 国際親善奨学金委員会 地区国際親善奨学金委員会

クラブ名 例会日 例会場 事務所 事務所電話

第
１
グ
ル
ー
プ

大 田 原 木曜日12:30 大田原温泉・ホテル龍城苑 大田原市中田原593-3 大田原温泉・ホテル龍城苑 大田原市中田原593-3 0287-24-2525
黒 磯 水曜日12:30 割烹石山 那須塩原市本町5-5 黒磯印刷㈱ 那須塩原市本町3-5 0287-62-0020
西 那 須 野 火曜日12:30 割烹いとう 那須塩原市扇町7-12 割烹いとう 那須塩原市扇町7-12 0287-36-0028
黒 羽 金曜日12:30 ホテル花月 大田原市黒羽向町2 ㈱エーエム企画 大田原市黒羽向町409 0287-54-0126
那 須 木曜日12:30 ホテルエピナール那須 那須町大字高久丙1 ホテルエピナール那須 那須町大字高久丙1 0287-78-6000
塩 原 水曜日12:30 塩原カントリークラブ 那須塩原市折戸148 塩原カントリークラブ 那須塩原市折戸148 0287-35-2211
大田原中央 水曜日12:30 勝田屋記念会館 大田原市中田原2082-3 ㈲勝田屋記念会館 大田原市中田原2082-3 0287-23-4165

第
２
グ
ル
ー
プ

烏 山 火曜日12:30 松月 那須烏山市中央2-1-14 烏山信用金庫 那須烏山市中央2-4-17 0287-84-2211
氏 家 木曜日12:30 ホテル清水荘 さくら市氏家2433 ホテル清水荘 さくら市氏家2433 028-682-1122
矢 板 火曜日12:30 矢板イースタンホテル 矢板市末広町24-1 若目田靖子方 矢板市本町7-5 0287-43-4795
馬 頭 小 川 水曜日12:30 南平台温泉ホテル 那珂川町小口1342 白相淑久方 那珂川町小川715-2 0287-96-2015
高 根 沢 水曜日12:30 東雲ゴルフクラブ 高根沢町亀梨630 東雲ゴルフクラブ 高根沢町亀梨630 028-676-2800

第
３
グ
ル
ー
プ
Ａ

宇 都 宮 火曜日12:30 宇都宮東武ホテルグランデ 宇都宮市本町5-12 栃木実業ビル2F 宇都宮市江野町1-12 028-666-0555
宇 都 宮 西 水曜日12:30 宇都宮東武ホテルグランデ 宇都宮市本町5-12 ㈱ホンダプリモ中央 宇都宮市塙田4-1-31 028-622-6229
宇 都 宮 北 木曜日12:30 宇都宮グランドホテル 宇都宮市西原町142 宇都宮グランドホテル 宇都宮市西原町142 028-635-2111
宇 都 宮 90 月曜日12:30 宇都宮東武ホテルグランデ 宇都宮市本町5-12 宇都宮東武ホテルグランデ 宇都宮市本町5-12 028-627-0111
宇都宮陽北 火曜日12:30 ベルヴィ宇都宮 宇都宮市宿郷5-21-15 ベルヴィ宇都宮 宇都宮市宿郷5-21-15 028-633-1165

第
３
グ
ル
ー
プ
Ｂ

宇 都 宮 東 火曜日12:30 ホテルニューイタヤ 宇都宮市大通り2-4-6 ㈱ホテルニューイタヤ 宇都宮市大通り2-4-6 028-635-5511
宇 都 宮 南 水曜日12:30 ホテルニューイタヤ 宇都宮市大通り2-4-6 ㈱ホテルニューイタヤ 宇都宮市大通り2-4-6 028-635-5511
宇都宮陽東 水曜日12:30 ベルヴィ宇都宮 宇都宮市宿郷5-21-15 ベルヴィ宇都宮 宇都宮市宿郷5-21-15 028-633-1165
宇都宮陽南 木曜日12:30 ホテルニューイタヤ 宇都宮市大通り2-4-6 ㈱ホテルニューイタヤ 宇都宮市大通り2-4-6 028-635-5511

第
４
グ
ル
ー
プ

真 岡 木曜日12:30 真岡商工会館 真岡市荒町1203 真岡商工会館 真岡市荒町1203 0285-84-2511
益 子 水曜日12:30 益子カントリー倶楽部 益子町大字上大羽2268 益子ロータリークラブ 益子町大字益子1593 0285-72-7474
真 岡 西 火曜日12:30 グランドホテル静風 真岡市台町11-8 グランドホテル静風 真岡市台町11-8 0285-83-1333
し も つ け 水曜日12:30 石橋商工会館 下野市石橋790-17 石橋商工会館 下野市石橋790-17 0285-53-0463

第
５
グ
ル
ー
プ

小 山 木曜日12:30 小山グランドホテル 小山市神鳥谷202 ㈱小山部品 小山市神鳥谷5-11-14 0285-22-0791
小 山 南 火曜日12:30 小山グランドホテル 小山市神鳥谷202 ㈲アイ企画 小山市南和泉1307-7 0285-28-3991
小 山 東 金曜日12:30 ヴィラ・デ・マリアージュ小山 小山市犬塚2-25-1 柳田税経事務所 小山市城東4-16-8 0285-23-2233
小 山 北 水曜日12:30 ベルジューネ迎賓館 小山市立木1467-2 てつか歯科医院 小山市三拝川岸176-1 0285-25-7770
小 山 中 央 月曜日12:30 思水荘 小山市城東1-18-8 日星カッター興業㈱ 小山市喜沢519-1 0285-25-5622

第
６
グ
ル
ー
プ

栃 木 水曜日12:30 栃木グランドホテル 栃木市万町6-11 栃木グランドホテル 栃木市万町6-11 0282-22-1236
栃 木 西 火曜日12:30 ホテルサンルート栃木 栃木市万町16-1 ホテルサンルート栃木 栃木市万町16-1 0282-23-9177
壬 生 水曜日12:30 星の宮カントリークラブ 壬生町壬生甲3705-1 内海公認会計士事務所 壬生町寿町5-5 0282-81-0550
栃 木 南 木曜日12:30 サンプラザ 栃木市片柳町2-2-2 サンプラザ 栃木市片柳町2-2-2 0282-23-5711

第
７
グ
ル
ー
プ

日 光 木曜日12:30 日光金谷ホテル 日光市上鉢石町1300 日光金谷ホテル 日光市上鉢石町1300 0288-54-0001
鹿 沼 木曜日12:30 福田屋百貨店3階 鹿沼市東末広町1073 ㈱カキヌマ 鹿沼市仲町1596 0289-64-7161
今 市 水曜日12:30 ブライダルパレスあさの 日光市平ヶ崎188-1 大島順子方 日光市大沢町128-1 0288-26-3307
鹿 沼 東 水曜日12:30 鹿沼商工会議所会館3階 鹿沼市睦町287-16 鹿沼商工会議所会館2階 鹿沼市睦町287-16 0289-62-2550
粟 野 西 方 金曜日12:30 八洲カントリークラブ 鹿沼市深程1746 鹿沼相互信用金庫粟野支店 鹿沼市口粟野806-1 0289-85-2131
鹿 沼 中 央 火曜日12:30 八百半フードセンター3階 鹿沼市上田町2341 ㈱八百半フードセンター本社内 鹿沼市上田町2341 0289-64-7123

今 市 き ぬ 火曜日12:30
最終例会18:30 山泉楼 日光市今市801-1 中本通子方 日光市今市153-2 0288-21-4093

第
８
グ
ル
ー
プ

足 利 金曜日12:30 蓮岱館 足利市緑町2-3770 足利ロータリークラブ・
事務所

足利市借宿町149
第1浅間台ハウス2B2 0284-70-1400

足 利 東 火曜日12:30 足利プリオパレス 足利市福富町2031 足利商工会議所北事務所 足利市有楽町835 0284-40-4870
足 利 西 木曜日12:30 二の宮 足利市葉鹿町299 大美賀和子方 足利市板倉町604 0284-62-1697

足利わたらせ 木曜日12:30 足利プリオパレス 足利市福富町2031 槇田恭江 足利市助戸仲町804
コアパレス203号 0284-41-5853

第
９
グ
ル
ー
プ

佐 野 月曜日12:30 ホテルサンルー卜佐野 佐野市朝日町702 ホテルサンルート佐野 佐野市朝日町702 0283-24-5000
葛 生 火曜日12:30 ㈱オオガノ 佐野市葛生西1-3-34 ㈱オオガノ 佐野市葛生西1-3-34 0283-85-4451
田 沼 木曜日12:30 道の駅どまんなかたぬま 佐野市吉水町366-2 道の駅どまんなかたぬま 佐野市吉水町366-2 0283-61-0077
佐 野 東 水曜日12:30 レストラン大津栄 佐野市浅沼町411 レストラン大津栄 佐野市浅沼町411 0283-23-8133
岩 舟 火曜日12:30 岩船会館 岩舟町大字静857 ㈲渡 岩舟町大字静戸1483 0282-55-1144

地区外行事
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　カルヤン・バネルジーRI会長エレクト（当時）が発表したRIテーマ「心の中を見つめよう、
博愛を広げるために」と、3つの強調事項である「家族・継続・変化」を象徴するために、この
ロゴマークは考案されている。
　ロータリー エンブレムを中心とした左右3個ずつの鉤の手を閉じると、3つのハートがで
き上がるが、ロゴマークは「心の中を見つめる」ために、ハートが開いた状態になっている。
サン ディエゴでの国際協議会では、バネルジーRI会長Eはパワーポイントを用いて動画で
説明されたが、最初はハート形になっており、3つのハートを1つずつ順に開きながら、それ
ぞれの強調事項を説明し、説明し終わると、ロゴマークが完成する仕掛けになっていた。

『ドイツの「ROTARY	MAGAZIN」
　　　　　　　			と「ロータリーの友」』	 織田　吉郎	 2011／1p	（D.2790月信）
『日本人の奉仕の心』	 延原　　正	 2011／2p	（D.2690地区大会記念誌）
『「ロータリーの心と原点」
　　　　　　　		　～基本に返ろう～』	 廣畑　富雄	 2011／3p	（D.2690地区大会記念誌）
『識字率向上が意味するもの』	 小林　完治	 2011／1p	（D.2690月信）
『CLP導入の現状とクラブ活性化計画』	 川岸　洋一	 2011／2p	（D.2510月信）	
『ロータリーの曙』	 田中　　毅	 2011／4p	（米山梅吉記念館館報）
『新世代育成』	 片山　主水	 2010／4p	（奉仕の理想―ロータリーの心と形）
『一以って貫く』	 菅　　正明	 2010／8p	（論語でロータリー）	

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念
事業の1つとして1970年に創立された皆様の資
料室です。ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚
資料など、約2万3千点を収集・整備し皆様のご
利用に備えております。閲覧はもちろん、電話
や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご
紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承り
ます。また、一部資料はホームページでPDFもご
利用いただけます。クラブ事務所にはロータリー
文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活
用願います。右資料のご紹介をいたします。

比企達男ガバナーの
スタッフです。

岩村 隆之
（宇都宮陽東）

増山 誠
（宇都宮陽東）

竹田 真臣
（宇都宮陽東）

地区幹事

地区副幹事

ガバナー月信編集委員会

ガバナー事務所

地区会計長 ロータリーの友地区委員

佐貫 直通
（宇都宮陽東）

渡辺 恒彬
（宇都宮陽東）

橋本 正行
（宇都宮陽東）

渡邊 真由美永島 敦子

橋本 正行
（宇都宮陽東）

村上 修
（宇都宮陽東）

鈴木 洋平
（宇都宮陽東）

鈴木 修司
（宇都宮陽東）

佐貫 直通
（宇都宮陽東）

高柳 代造
（宇都宮陽東）

卯木 伸男
（宇都宮90）

川人 健司
（宇都宮陽東）

阿久津 雄一
（宇都宮陽東）

●2011～2012　RIロゴマークの由来

●ガバナー事務所のご案内

●第2550地区ホームページのおしらせ

〒320-0826　宇都宮市西原町142
宇都宮グランドホテル内　1階西側奥
TEL 028-651-2550　FAX 028-651-2551
E-mail：m2550@agate.plala.or.jp

地区内の情報を掲載して参りますので、ぜひご活用ください。
また、クラブの例会変更などは、ガバナー事務所宛メールに
てご連絡ください。ホームページに掲載いたします。

文●庫●通●信（285号）

ロータリー文庫
〒105︱0011東京都港区芝公園2︱6︱15黒龍芝公園ビル3階
TEL		03︱3433︱6456　　FAX		03︱3459︱7506　　URL		http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館時間：午前10時～午後5時　　休館日：土・日・祝祭日

●最近のロータリー文献より 申込先：ロータリー文庫（コピー/ PDF )

各ロータリークラブでおしらせしたい情報がありましたら、事務局まで原稿をお寄せください。
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